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や
締
法
踏
の
分
野
で
む
活

寸
牛
久
米
利
明

オ

ト

{

京

大

院

槌

}

刻
化
{
化
物
学
・
辿
伝
学
研
列

に
お
い
て
白
川
必
モ
デ
ル
助

物
と
し
て
飽
附
さ
れ
て
き

た。

そ
の
主
な
理
由
と
し

て
岡
野
で
迅
速
に
器

形
成
が
進
行
す
る
こ
と
、
ま

た町胞
の
透
明
性
が
高
い
た
め

に
妊
の
発
生
の
進
行
和
ワ
ア

ル
タ
イ
ム
で
顕
微
鏡
鎮
祭
が

司
能
で
あ
る
乙
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。

さ
ら
に
、
巡
信
字
的
手
法

に
よ
る
各
種
ツ
1
ル
も
そ

ろ
っ
て
い
る
上
に
、
小
型
で

あ
る
た
め
大
量
飼
育
が
可
能

t
i
-
-
2
6
1
;

H
U
4

ゼ
ブ
ラ
フ
ィ
ッ
シ
コ
は
、

限
的
制
�
 
ぐ
り
町
内
立
的
え
�
 

つ
つ
あ
る
が
、

ま
だ
ま
だ
認

( 3 ) 

で
あ
る
と
い
っ
た
特
徴
も
有

し
て
い
る
。
近
年
に
な
っ
て

と
れ
ら
の
利
点
が
年
占
か
し
た

一
般
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム


体
)
か
ら
の
要
求
に
対
し
て

適
切
な
意
思
決
定
を
す
る
と

と
を
掃
す
。
帯
誕
の
経
済
活

動
に
は
利
害
関
係
者
に
叫
別
し

て
説
明
資
任
が
あ
り
、
餅
明

で
き
な
り
れ
ば
社
会
的
な
容

総
が
得
ち
れ
ず
、
信
頼
さ
れ

な
い
砕
箪
ぼ
淘
汰
さ
れ
る。� 

ζ
つ
し
た
持
腕
ぼ
能
な
社

会
を
自
指
す
綴
営
倫
理
の
視

制ぺ� 

制
仰
を
械
的
と

し
た
治
療
烈
附
田
町
、
お
よ
び
�
 
を
�
 いた
�
 

を
活
問
し
た
ほ
拠
出


閥
均
九
関
す
る
皿
刷
新
の
研
列


成
梨
砕
銃
一
線
の
研
究
者
か


ら
紹
介
す
る
。
具
体
的
に


は
、
「
ノ
ン
コ
ー
デ
ィ
ン
グ


の
生
理
機
能
」
「
筋

R
N
A

R
N
A R

N
A

m
点
は
、
患
者
や
消
費
者
、
社

第
学
を
ビ
ジ
ネ
ス
エ
シ
ッ
ク
ス
の
視
点
で
考
え
る

ブ
ト
川
村
和
美

オ
和
(
シ
ッ
プ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
7
7
1
マ
シ
�
 東日
本
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l

大
深
匡
弘

(
名
市
大
院
灘
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近
年
、
医
山
山
山
什
で
も
不
祥

事
が
後
を
絶
た
ず
、
そ
の
伯

頼
が
失
わ
れ
か
ね
な
い
羽
出血

に
あ
る
。
そ
と
て
本
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
で
は
+
縄
県
の
社
会

C
S
R

E
B
E
g
-

的
政
仔
・
(2
4
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〉

制
さ
れ
て
い
る
方
々
を
お
閉
山

さ
し
、
鍛
寸
に
関
起
し
た
各

方
恥
切
に
お
り
る
経
営
愉
却
的

視
山
ム
壬
か
し
い
ゐ
企
口
約
介

C
S
R b

 

い
た
だ
〈
�
 と

は
企
業
が
利
益

を
泊
求
す
る
に
け
で
な
く
、

組
織
活
動
が
社
会
へ
与
え
る
�
 

(
利
害
関
係
者
一
消
費
者
、

役
資
家
等
、
お
よ
び
社
会
全
�
 

会
を
対
象
に
円
以
献
レ
本
っ
と

寸
る
鶏
学
に
、
別
の
角
度
か

ら
鈎
績
を
与
え
て
く
れ
る
。

や
毅
で
似
付
い
て
き
た

の
考
え
万
そ
策
学
に
ど
う

生
か
し
て
い
く
か
、
薬
学
教

育
な
猿
引
す
る
詰
裂
の
皆

保
と
共
に
考
『
え
て
み
た
い
。

R

C
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日
本
発
の
創
襲
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

1
7カ
デ
ミ
ア
創
柑
輔
の
推
進
に
向
け
て

ィ

ト

米

田

悦

啓

土

井

健

史

オ
ι川

(

医

譲

基

態

研

}

(

阪

大

院

き

日
本
の
生
命
科
学
に
お
け
錦
町
が
進
め
ら
れ
、
創
総
支
園
取

る
以
鍛
的
研
究
の
成
果
が
、
永
引
ト
ワ
ー
ク
の
立
ち
ト
彦

社
会
に
+
分
に
還
元
さ
れ
て
に
始
ま
り
�
 

月

い
な
い
と
い
う
般
論
が
こ
れ
か
ら
は
日
本
医
出
研
究
開
発

ま
で
以
上
に
な
さ
れ
て
い
機
憎
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。

2
0
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5
T

る
。
そ
の
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
の
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

一
つ
と
し
て
日
本
の
優
れ

影
側
副
に
口
任
伊
持
ち
、
あ
ら

ゆ
る
ス
テ
�
 

制
御
を
基
盤
と
し
た
創
築
研
究
の
潮
流

4
ま

入
院
�
 

引
�
 

b

，、高� 

R
N
A
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N
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(
R
N
A

分
解
な
ど
の
各
転
写

後
表
泊
畑
町
�
 

制
御
)

H

U

ク
ホ
ル
ダ
ー

l

命
制
羽
き

「ナ
ノ
ミ
セ
ル
型
キ
ャ
リ
ア

分
子
の
ド

R
N
A

質
量
分
析
妓
術
を
基
盤

超
高
感
度
分
析
手
法
の
一

サ
卜
尽
野
真
一

1
Uパ
(

名

市

大

院

怒

干ト

ma
dhι 

，，，・
a-U

冷
�
 

た
航
礎
研
究
の
成
果
を
創
策

へ
と
制
ひ
つ
り
る
、
い
わ
ゆ

る
ア
衣
ア
ミ
ア
創
盟
問
に
期
待

、
�
 

が
か
か
っ
て
い
る
。

オ』
制
�
 

γ

(
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自

宅

-
V
4
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H
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d
v
a
n
H
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B
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{
南
半
文
)

ラ
ッ
ク
ヂ
�
 
パ
リ
�
 技
術
」

「
核
的
医
般
の
開
発
に
向
け

た
有
機
合
成
化
学
的
ア
プ

hJ

l

制
御
は
聾
ナ
に

R
N
A

ス
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
、
プ
ロ

り、� 

R
N
A

お
け
�
 7量
一
要
部
内
領
域
で

あ
る
。
ま
た
、
�
 R
N
Aは
機

'
U

能
性
高
分
子
と
し
て
恥
注
目

は
、
週
伝
子
山
山
羽
制
御
の
中

さ
れ
、
有
機
系
翠
�
 の分
野

で
も
活
発
に
研
究
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

mm U

疾
患
と
関
連
し
た
R
N
A制

Y
A	

T

解
体
の
分
子
保
芳
基
に
ア

ゴ
ニ
ス
ト
と
ア
ン
タ
ゴ
ニ
ス

ト
の
泌
い
は
も
ち
�
 戸川
、
完

全
ア
ゴ
ニ
ス
ト
と
部
分
ア
ゴ

U

ニ
ス
卜
あ
る
い
は
迎
ア
ゴ
ニ

ス
ト
の
作
用
メ
カ
ニ
ズ
ム
の

高
齢
化
孔
参
泊
え
、
心
て
し
ま
う
塑
�
 
が
あ
る
。
そ

R

追
い
占
寺
禄
構
造
か
�
 語
解

不
全
患
者
数
は
今
後
さ
ら
に
こ
で
、
安
全
�
 適切
は
医
療

f
h

で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
き

附
加
す
る
と
予
測
さ
れ
あ
。
を
継
続
す
る
た
め
に
欠
か
せ

た。

似
な
い
の
が
多
戦
栴
�
 
な
る

こ
の
よ
う
な
現
状
彩
画
ま

Q
9
K
師、



え
、
立
体
問
造
と
機
能
の
関


係
を
噛
抑
制
学
的
な
観
点
か
ら


企
酬
し
た
。

議
論
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
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発
展
者

υい
分
川
円
で
あ
る

と
と
を
鑑
み
、
掻
新
の
成
果

後
を
改
論
判
す
る
エ
ピ
デ
ン
ス
寸
�
 

山

成


を
ト
ッ
プ
ジ
ャ
ー
ナ
ル
に
発

か
俗
�
 
し
て
い
る
レ
ニ
ン
・


表
さ
れ
る
ん
�
 ど
国
防
的
に
活


附
さ
れ
て
い
る
若
手
を
シ
ン


ポ
ジ
ス
ト
と
し
て
お
飽
き


し
、
創
策
研
究
に
お
け
る
新


た
は
潮
流
を
剛
山
烈
に
お
開
け


長
ん
と
と
詰
揮
薪
�
 い。

し
た
い
と
�
 う。

セ
シ
ン
グ
、
�
 R
N
A輸
送
、
�
 

ロ
ー
チ
渋
」
「
人
工
�
 

理
研
�
 

こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

萎
綿
性
側
紫
斑
化
昨
，
�
 A
L
S

酎
問
題
分
析
技
術
は
、
近
年

の
総
激
な
進
歩
に
伴
い
網
羅

的
か
つ
高
感
度
な
分
子
分
析

心
的
役
割
を
果
た
し
て
い

に
お
け
る
�
 

制
御
異
常

R
N
A

N
S
A
I
D
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る
。
そ
の
た
め
、
こ
れ
ら
の

然
池
山
仙
の
烈
常
に
起
因
し
た

多
く
の
疾
患
が
知
ち
れ
て
お

成
川
県
を
紛
介
す
る
。

町
民
休
的
に
砿
、
脳
血
岱
疾

患
・
納
腕
絞
患
は
ど
の
病
飯

町
明
な
ら
ぴ
に
再
生
医
療
に

向
け
た
ア
プ
ロ
ー
チ
、
胎
児

に
お
け
る
�
 

の

毒
性
の
機
序
解
明
、

病
態
モ

デ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュ
を
川
い
た

創
出
提
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
関

す
る
研
究
成
烈
を
宛
談
し
、

れ
五
日
者
と
厳
愉
し
た
い
。

の
解
明
」
「
�
 

ス
プ
ラ

イ
シ
ン
グ
反
応
舟
額
的
と
し

た
新
規
医
薬
品
開
発
研
告

R
N
A

分
子
の
細
胞
内
問
餓
解
明
」

企
紹
介
す
る
。

命
想

研
究
の
優
れ
た
研
究

T

と
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通

じ
て
�
 

砕
い
キ
ー
ワ
ー

ド
と
す
る
川刷
新
の
築
学
研
究

の
以
磁
か
ら
応
用
ま
で
を
概

観
す
る
。
(
秋
草
僅
)
�
 オ
�
 ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
の
構

R
N
A

l
会
聞
に
川
一
服
さ
れ
る
暴
礎
生

成
果
と
布
機
的
に
連
携
じ
、

社
会
的
に
大
き
な
変
化
を
も

た
主
9

「
創
盟
問
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
」
を
実
現
す
る
た
め
の
、

ゼ
ブ
ラ
フ
イ
ツ
シ
ュ
を
用
い
た

病
態
解
明
と
創
諜
へ
の
新
展
開

が
可
態
と
な
り
、
基
礎
・
臨

床
医
学
研
究
を
は
じ
め
、

様
々
な
分
野
?
必
要
不
可
欠

な
分
析
ツ
�
 ル
に
な
り
つ
つ

(ω

結
合
の
位
置
�
 

・
6/ω 

l

ム
医
療

l

-心
不
全
の
チ

薬
剤
師
に
期
待
さ
れ
る
役
割
と
は

l

ら
退
院
後
ま
で
患
者
の
状
態

を
チ
ェ
�
 γ
ク
す
る
こ
と
に
よ

り
、
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

抗
炎
症
性
の
異
な
る
生
理
作

順
守
却
は
向
上
し
、
�
 

る。

の
改
畠
宍
人
理
院
の
回
避
な

ど
の
効
�
 も
期
待
さ
れ
る
。

本
、
リ
ピ
ノ
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

心
不
全
の
チ
1
ム
医
綴
を
実

践
す
る
よ
で
専
門
病
棟
や
訪

問
必
械
で
働
く
策
剤
師
に
期

待
さ
れ
る
役
割
に
つ
い
て
識

論
を
{
守
っ
。
(
高
野
博
之
〉

M
m

Q
O
L

P
A

‘
3
V
に
よ
り
、
炎
症
性
/

i
-
u
戸
商
野
附
附
之

ト
�
 

佐
川
脈
幸
人

用
か
見
�
 

間 
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U
ハ
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第
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し
か
し
一
方
で
、
脂
質
を

賛
同
・
認
識
す
る
タ
ン
パ
ク

質
に
は
、
多
様
な
精
進
の
基

僚
に
幅
広
い
選
捉
性
を
示
す

も
の
が
多
く
見
色
れ
、
脂
質

の
わ
ず
か
な
栂
翠
黛
が
異

分
子
過
程
に
は
未
知
な
部
分

が
多
い
。

本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

脂
質
の
分
子
認
織
に
関
わ
る

構
造
研
究
和
り
�
 ド
す
る
研

究
者
に
講
演
を
お
願
い
し
、

タ
ノ
パ
ク
質
�
 脂
質
あ
る
い

は
脂
質
�
 脂
質
問
で
形
成
さ

れ
る
分
子
復
合
体
と
そ
の
生

理
的
役
割
を
考
察
し
、
創
薬

へ
の
応
用
の
可
能
性
を
擦
り

た
い

f
d
@
生
理
作
用
に
結
び
ザ
¥

l

l

l

Mω
知
�
 
低
い
。
ぞ
と
で
本
シ

ン
ポ
�
 γウ
ム
で
は
、
新
し
い

突
験
動
物
と
し
て
の
ゼ
ブ
ラ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
の
有
閑
伎
を
広

め
る
た
め
に
臨
先
端
の
川
究

地
域
医
山
聞
の
中
で
心

者
を
ど
の
よ
う
に
必
繰
す
る
チ
l
ム
区
山
町
で
多

か
僅
喫
緊
議
討
限
凶
で
あ
霊
川
知
剤
師
器
益

i
l
i
l
i
-
-

る
。
心
変
お
治
療
ガ
イ
ド
の
資
材
佐
川
い
て
入
院
中
か

ラ
イ
ン
で
は
病
態
に
応
じ
て

刻

々

の

哨

震

が

推

理

抗

脂

質

活

性

構

造

研

究

の

最

前

線

(
品
袋
剰
胡
)

l

l

受
容
体
と
ト
ラ
ン
ス
ポ
�
 タ	 

の
構
造
薬
理
学

加
藤
博
章

て
い
お
，
、
し
か
し
、
生
命
予

ィ
ド
清
水
敏
之

ト
�
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近
年
、
受
容
体
や
卜
ラ
ン

G
P
C
R

鍛
諭
す
る
乙
と
が
可
鯵
九
な

っ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
�
 2
0
1
2年
に
は

の
研
究
に
つ
い
て

ノ
ー
ベ
ル
毎
日
が
樫
霊

ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
系
限
印
刷
明
郎
の
巾
に
は
わ
ず
か
な

よ
く
似
た
極
性
頭
部
と
疎
水

性
局
郎
弁
持
つ
が
、
連
絡
削

の
縛
怠
の
遭
い
に
よ
り
、
脂

質
ラ
フ
ト
控
犠
の
有
無

決
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
多
価

不
飽
和
脂
肪
践
で
は
、
ア
ル

キ
ル
鎖
末
端
か
ろ
の
不
飽
和

l

T
u
p
C
R

ス
ポ
�
 
タ
ー
な
ど
艇
に
埋
め

込
ま
れ
た
タ
ン
パ
ク
質
の
立

体
捜
碍
川
町
別
が
舵
ん
に
は
り
、

生
理
学
的
な
機
能
や
リ
ガ
ン

ド
に
対
す
る
契
創
学
的
な
作

用
奪
夜
構
造
語
づ
い
て

今
�
 

で
は
、
受
�
 

M

G

O

A

J

架
や
�
 β
遮
断
踏
の
よ
う
な
秘
�
 
構
巡
の
巡
い
に
よ
り
、
一
仕
反

剤
で
も
す
分
に
処
乃
さ
れ
て
刈
の
生
迦
作
用
を
一
計
す
組
み

い
作
怖
い
の
が
現
議
書
�
 

后
せ
が
多
く
見
ら
れ
る
。

患
者
�
 射
わ
向
棟
内
山
聞
や
例
え
ば
、
リ
ン
胸
川
聞
の
ス

そ
の
重
要
性
を
よ
く
到
解
し
フ
ィ
ン
ゴ
ミ
エ
リ
ン
と
フ
一
刻

て
右
手
、
服
殺
を
中
断
し
ス
フ
ァ
チ
ジ
ル
コ
リ
ン
は
、
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